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研究成果の概要（和文）：多言語パラレルコーパスを利用した外国語教育DDL（data-driven learning:データ駆
動型学習）の普及に向けて，教育用パラレルコーパス，多言語検索ツール，DDL教材・質問紙・テスト等を搭載
したDDLオープンプラットフォーム(http://www.score-corpus.org/)を構築し，公開した。さらに，SCoRE
（Sentence Corpus of Remedial English）と名付けた当該プラットフォーム上のツールや教材を利用した指導
実践によってDDLの学習効果を検証し，外国語教育現場でのコーパスの実践的利用の推進を図った。

研究成果の概要（英文）：In order to implement and promote successful data-driven learning (DDL) in 
multilingual foreign language classrooms, we have conducted a series of studies and developed 
several tools and materials for DDL. Through these studies, we have been able to identify specific 
L2 English grammar areas with which Japanese university students have the most difficulty and have 
created an original corpus to use as a remedial learning tool in L2 classrooms to target those 
areas. The tool, called the Sentence Corpus of Remedial English (SCoRE) (http://www.score-corpus.
org/), is free, web-based, multi-lingual, and open-platform, and contains additional corpus tools 
and DDL materials. A series of studies have been undertaken to evaluate the efficacy of these 
various tools; findings show gains in grammar proficiency as well as favorable feedback from users. 
We hope they may have a broader use for EFL students of other languages.
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１．研究開始当初の背景 
コーパスを英語教育に利用する手法のひ

とつにデータ駆動型学習（data-driven learning: 
DDL）がある。DDL とは，複数の言語事例を
観察することにより，学習者が自らことばの
意味や文法の規則を発見する学習方法であ
り，外国語学習の指導法のひとつとして，語
彙知識や文法知識の向上といった教育効果
が期待されている。 

DDL では，英語学習者が自ら検索ツールと
コーパスを使って，実際の言語使用例からこ
とばの規則を発見するという過程が重視さ
れる。従ってその際，英文が学習者にとって
難しすぎると，英文を読解することだけに注
意が払われてしまい，ことばの規則を見つけ
ることが困難になる。そのため，実際の英語
学習に DDL を取り入れるには，① 学習者の
習熟度に応じた適切なレベルの教育用コー
パス，② ユーザー・フレンドリーな検索ツ
ール，③ 適切な DDL 教材が必要となる。 
日本のような英語初級レベルの学習者が

圧倒的多数を占める環境では，上述した適切
なレベルのコーパス，検索ツール，教材の三
者とも不足しており，初級・中級レベルの英
語学習者の指導における DDL 導入は国内外
とも遅れている。研究開始当初は，適切なレ
ベルの多言語パラレルコーパスの開発，使い
易く無料の多言語検索ツールの開発，授業で
利用する DDL 教材の開発，指導実践と教育
効果測定に関する研究が待たれているとい
う状況であった。 
 
２．研究の目的 
本研究の主な目的は，多言語パラレ

ルコーパスを活用したデータ駆動型
学習の普及に向けた先導的研究とし
て，（1）DDL オープンプラットフォ
ームに搭載する 4 種の検索ツールの開
発・改良，（2）多言語パラレルコー
パスの開発，（3）DDL 教材の開発・
実践・効果検証，を実施し，最終的に，
オープンプラットフォームを開発・公開する
ことである。 

図 1 DDL オープンプラットフォーム  

３．研究の方法 
研究目的（1）については，ウェブ上でフ

リ ー に 使 え る 4 種 の 検 索 ツ ー ル
（WebParaNews，AntPConc，GPPS，LWP）
を開発，改良し，それらを搭載した DDL オ
ープンプラットフォームを開発・公開する。 
研究目的（2）については，多様な言語を

母国語とする初級・中級レベルの英語学習者
が利用できる英語・日本語パラレルコーパス
（対訳付き英語例文コーパス）を開発し，上
記研究目的（1）で開発する DDL オープンプ
ラットフォームから自由に利用できるよう
にする。 
研究目的（3）については，開発した検索

ツールとコーパスを利用した DDL 教材を作
成して指導実践を行い，さらに，教育効果検
証用の質問紙およびテストを開発し，指導実
践の効果検証を行うことによって，コーパス
利用学習の有用性を検証する。 
 
４．研究成果 
研究目的（1）（4 種の検索ツールの開発）

については，4 種類の検索ツールを 4 年間の
実際試用の結果に基づいて継続的に改善を
加えた。開設した DDL オープンプラットフ
ォーム（http://www.score-corpus.org/）（左欄の
図 1）から，4 種類すべてを学習者・教師が
自由に利用できるようにした。 
具体的な開発過程を述べると，① 平成 26

年度に，ダウンロード可能なスタンドアロー
ンの検索ツール AntPConc に，日本語のコー
パスデータの分かち書きを容易にする
SegmentAnt ツールを追加実装した。 
② 平成 25年度にLWP for ParaNewsを開発

し，平成 26 年度に，LWP for ParaNews と
WebParaNews を併用する「ダブルツール
DDL」の授業実践を実施した。 
③ 平成 26 年度に GPPS with SCoRE の暫定

版を公開した。GPPS は，下記に述べる研究
目的（2）で構築した Sentence Corpus of 
Remedial English（SCoRE）と一体化して，名
称を SCoRE と改称した。インターフェース
の改良を継続し，パターンブラウザ，ダウン
ロード，コンコーダンス，適語補充問題，と
いう 4 つの DDL 学習支援機能を備えた
SCoRE第二次開発版を平成27年度に公開し， 
SCoRE 第三次開発版を平成 28 年度に公開し
た。さらに，SCoRE データを手軽にスマート
フォンなどで検索可能な WebSCoRE を追加
開発した。（次頁の図 2）。 

 
研究目的（2）（教育用例文コーパスの開発）

については，学習者が本物と感じられる「簡
潔で自然な」例文パラレルコーパスの開発を
めざして，平成 26 年度に暫定版，平成 27 年
度に第二次開発版，そして平成 28 年度に第
三次開発版を公開した。SCoRE コーパスは， 

 



英語ネイティブスピーカーが教育的基準に
配慮しつつ，独自に構築したソース・コーパ
スを参考にしながら，慎重に作成した。この
コーパスは簡潔で自然な英語例文 10,113 文
と，日本人英語教師が丁寧に付けた日本語対
訳文からなる（図 3 参照）。英語例文には，
日本人英語学習者に必要な 22 の文法項目が
含まれ，また，初級・中級・上級のレベル別
に DDL オープンプラットフォームより利用
可能である(http://www.score-corpus.org/)。 

図 2 携帯端末用 WebSCoRE 

図 3 教育用例文コーパス SCoRE の文例 
 
次期開発において日本語対訳からの多言語
翻訳機能を付加することが可能となった。 

 
研究目的（3）（DDL 教材の開発・実践・効

果検証）については，WebParaNews を利用し
た大学中級レベル学習者向けの DDL と，
AntPConc を利用した大学リメディアルレベ
ルの学習者向け DDL 教材の試作・実践を行
った。また，大学中級レベル英語学習者対象
に LWP for ParaNews と WebParaNews の 2 種
の検索ツールを併用した「ダブルツール
DDL」を実践した。さらに，大学初級レベル
英語学習者および高専生を対象として，
SCoRE を使用した英語 DDL 教材を作成して
指導実践を行った。また，より多様なコンピ
ュータ環境に対応する安定した簡易版

WebSCoRE を活用した指導実践も行った。 
平成 19 年度から平成 26 年度までのすべて

の DDL 実践研究の学習効果データを集積し
てメタ分析を行い，DDL の教育効果の有効性
を実証した。さらに，平成 16 年度から平成
24 年度までの学習者質問紙回答データに基
づく学習者評価の尺度を作成し，DDL 質問紙
を開発・公開した。これにより，DDL 学習者
の特性をより深く，正確に調査することが可
能になった。 
以上の研究成果の一例として，DDL オープ

ンプラットフォームの開発に関する論文が
A. Leńko-Szymańska 他（編）の著書に採録さ
れ，Rodopi（アムステルダム）より出版され
た。また，DDL 授業実践の成果を ReCALL, 
System,  Linguistics and Literature Studies, 
Taiwan International ESP Journal 等の国際ジャ
ーナルに公刊した。 
平成 28 年 6 月，英語 DDL 実践研究への貢

献に対し，研究代表者が平成 27 年度日本大
学生産工学部教育貢献賞を受賞したことは，
本研究課題による成果が認められた結果と
考える。 
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